｢良い図書館｣を｢良い｣と言い続ける未来のこと (総特集 Library of the Yearの軌跡とこれからの図書館) by 岡野 裕行
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はじめに　受賞機関インタビュー
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回のインタビュー対象は以上のような顔ぶれとなった。
1.  館長はLibrary of the Yearをどう見てきたか
（1） 花井裕一郎氏（演出家／前・小布施町立図書館館長）
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最後に、『はなぼん』の中で花井さんが「一等賞」「日本一」と表現をされていた
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をより現実的なものとして表現できるような可能性があるという。Library of the 
Yearという仕組みが、そのような言葉を探すきっかけとして機能すれば良いの
ではないかと平賀さんは話した。
2.  職員の立場から見たLibrary of the Yearとは
（1）小林隆志氏、三田祐子氏（鳥取県立図書館）
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「Library of the Yearという賞の評価がそこでようやく納得できた」という感じが
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ので、Library of the Year 2012の優秀賞機関という名前に恥じない活動を今後も
続けていくつもりだそうである。
（3）磯谷奈緒子氏（海士町中央図書館）
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Library of the Yearを受賞して良かったこととしては、「図書館界の中で京都府
立総合資料館の名前を知ってもらえたことが大きい」と福島さんは話す。その一
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ドとなった言葉を思い浮かべることができる。当然ながらLibrary of the Yearの
活動も図書館界の話題の移り変わりと連動しており、その時代ごとの影響を強く
受けている。
では、この10年間のLibrary of the Yearの歴史を振り返ってみて、「良い図書館」
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第一期は、誰もが「Library of the Yearとは何か」がわかっていない時期であり、
Library of the Yearというイベントの趣旨を形づくっていく過程とも重なってい
る。つまり、このイベントで「優秀賞・大賞機関に選ばれることの意義」を受賞者
側が理解するだけではなく、主催者側にとっても「Library of the Yearとは何か」
を社会に対して問いかけなくてはならなかったわけである。主催者側としても、
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2. 評価のポイントをLibrary of the Yearの仕組みから考える
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●発掘
　　過去1～ 3年くらいの取り組みから、注目すべき事例をすくい上げること。
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　　Library of the Yearには会場票という仕組みがある。第3回（2008年）から
導入されており、現在のような最終選考会の会場に来場した人たちによる会
場票方式になった。過去のLibrary of the Yearでは、最終的に1票差で大賞
が決まることも実際に起こっており、ギリギリのところで評価が分かれるポ
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審査員経験者に「まな板の鯉」と評されるLibrary of the Yearの選考方法だが、
多様なプレーヤーがそれぞれの立場で関わっているため、大賞を受賞する機関を
コントロールする（意図的に推す）ことは不可能な仕組みになっている。















Library of the Yearの結果が面白いのは、このように多様なプレーヤーがそれ
ぞれの立場で与えられた役目を務め、それらが絡み合いながら「大賞を決定する」
という一つの目標に向かって議論を進めていく過程が大事にされているためであ
ろう。Library of the Yearはそこに関わる誰もが当事者でありながら、それでい
て誰もが結果をコントロールする立場にはない。最終選考会の結果は、まさに
「神のみぞ知る」と言えるだろう。
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4. 選考方法の変化がもたらしたものとは？























また、Library of the Yearへの批判の一つに、「優秀賞発表までの選考過程が不
透明」というものがある★8。これについても修正が施されていて、第9回（2014
年）以降は、第一次選考の結果を途中経過として公にする方針に変更している。
これによる変化は審査過程にも表れることになり、たとえばLibrary of the Year 
2014の審査員の一人を務めた平賀研也氏（現・県立長野図書館長）は、以下のよ
うに胸の内を綴っている★9。
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ろうとするのは、Library of the Yearの新しい楽しみ方の一つであるように思う。
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身 6 4 10 1, 2, 3, 6, 7, 8, 9, 10
2 小林麻実 4 1 5 3, 4, 5, 7, 8





児 2 1 3 4, 5, 6





浩 1 2 3 4, 6, 8
7 佐々木秀彦 2 0 2 3, 4





志 2 0 2 5, 6





彦 1 1 2 2
13 長谷川豊祐 1 1 2 2
14 村井良子 1 1 2 3, 7
15 岡本真 1 1 2 3, 4




と し ひ こ
比古 1 1 2 6, 7
18 小田光宏 1 1 2 7, 8
19 平賀研也 1 1 2 9, 10
20 岡野裕行 0 2 2 6, 7
表3　審査員およびプレゼンターの登壇回数
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てまで踏み込んだ言い方はできないが、特に3回以上の登壇実績がある上記のメ





ぞれ優秀賞に挙げられた受賞機関の関係者としてLibrary of the Yearに関わって
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しいが、各審査員がどういうものの見方や覚悟でもってLibrary of the Yearでの
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役目を引き受けているのかがわかるだろう。
最後にもう一つ別の視点から、「受賞を狙う」ということについて考えてみたい。
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Ｅ . 課題・展望
1. Library of the Yearがもたらす好循環
Library of the Yearは図書館界に関わる賞だが、「図書館的活動」も選考の対象
になっていることからも、単に建物を有する図書館のみが選ばれるわけではない。
歴代のLibrary of the Yearを振り返ってみたとき、もっとも広い意味で図書館的
活動を評価したのは、第5回（2010年）のカーリルと、第7回（2012年）のビブリ
オバトルだろう。両サービスを生み出した受賞機関はともにLibrary of the Year
をきっかけとして広く図書館界に認識されることになった。その後の飛躍的な活











しているLibrary of the Yearにとっても、両者にとって良い結果になったのでは
ないかと思う。
2. 「良い図書館」を「良い」と言い続ける未来のこと
前述した氏原氏は、Library of the Yearの意義について、以下のように述べて
いる★15。
①「良い図書館を良いと言う」ことで先進的な取り組みを知らしめ、図書館に
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上記のような二人の意見、また、関係者のインタビュー記録を踏まえながら、
















Library of the Yearはもともと仲間内で好き勝手に楽しんでいたものから始まり、
その規模が若干大きなものへと変わってきた経緯がある。批判の声が多くなって
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「ビブリオテーク・バトル」というものが既に行われている事例があるように、「良
い図書館」を「良い」と言うことは実は誰にでも気軽にできることでもある★19、20 。
Library of the Yearのように公の賞として形づくるかは別としても、「図書館の面
白さについて自由に語る」という文化は、もっと世の中に広まってもいいのかも
しれない。「うまく言葉にできないんだけど、あの図書館はなんだか最近すごく













つまり私たちに求められているのは、Library of the Yearが提示したものを活
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3.　未来につながる「良い図書館」
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である。目に見えるものだけではなく、限られた視察の機会から目に見えないも
のをいかにして吸収してくるのか。Library of the Yearの大賞・優秀賞機関に学
ぶべきところは、このような図書館活動の基本的な理念の部分ではないだろうか。




















スしてから即座に候補に取り上げられ、その年のうちにLibrary of the Year 2010の大賞を取ることになった。
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★8 福林靖博「Library of the Year 2012最終選考会が終了」『Traveling LIBRARIAN－旅する図書館』2012-11-20．http://
d.hatena.ne.jp/yashimaru/20121120










★15 氏 原茂将「Library of the Year 2013が投げかけるヒント」『マガジン航』2013-11-25．http://magazine-k.
jp/2013/11/25/library-of-the-year-2013/
★16 田村俊作「Library of the Year：良い図書館を良いと言う」『カレントアウェアネス』No.297，2008-09．http://
current.ndl.go.jp/ca1669
★17 福林靖博「勝手に総括する"Library of the Year 2006-2009"」『Traveling LIBRARIAN－旅する図書館屋』2009-12-09．
http://d.hatena.ne.jp/yashimaru/20091209





★21 田村俊作「Library of the Year：良い図書館を良いと言う」『カレントアウェアネス』No.297，2008-09．http://
current.ndl.go.jp/ca1669
★22 知的資源イニシアティブ「Library of the Year 2015」http://www.iri-net.org/loy/loy2015.html
★23 小嶋智美「多治見市図書館のご紹介：あなたも足で稼いでみよう」2015-11-12．http://www.slideshare.net/
satomikojima750/library-of-the-year-20151720151112
★24 氏 原茂将「Library of the Year 2013が投げかけるヒント」『マガジン航』2013-11-25．http://magazine-k.
jp/2013/11/25/library-of-the-year-2013/
